
OA加速化、二人三脚！
～東海国立大学機構の取組み紹介～

国立大学法人 東海国立大学機構
名古屋大学附属図書館 情報管理課 

電子リソースグループ

田中 幸恵



申請内容の全体像（申請時点の内容）

9/26
岐大学術データ
ポリシー制定



推進体制



• 学内既存システムとリポジトリの連携

• 両大学図書館で使用可能なシステム

システム開発部分の要点（2024.10末時点）

Microsoft365で「研究成果管理システム」を構築する

リポジトリ
登録フォーム

岐阜大学教員

名古屋大学教員

その他機構構成員
（学生含む）

※名大は運用中
岐大は今後実装予定

リポジトリ
登録支援システム

取得した論文業績書誌データをもとにリポジトリ登録依頼

岐大リポジトリ

名大リポジトリ

リポジトリに
登録したら
OA済フラグを
論文業績書誌
データに追加
※名大のみ

研究データ保管システム

取得した論文業績書誌データをもとに研究成果の正当性を保証するための研究資料登録依頼

←システム間のファイルのやりとりについて連携可能性検討中

外部システム連携に
よる入力補助機能あり



•最終目標の学内既存システムと連携した研究業績の一元的
管理にむけて、他部署と連携しながらシステム開発進行中

•関連情報はOA加速化事業広報サイトで随時公開予定？
• https://www.nul.nagoya-u.ac.jp/oap/oa_acceleration_project.html
※オープンサイエンス・オープンアクセスに関する情報をさらに充実さ
せるため、図書館ホームページの改修作業も加速化事業の予算で進めて
います。12月以降、アドレスが変わる可能性があります。

まとめー現状とこれから

https://www.nul.nagoya-u.ac.jp/oap/oa_acceleration_project.html
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